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感染症対策における数理モデルを活用した政策形成プロセスの実現
西浦 博 北海道大学大学院医学研究科 教授

（プロジェクト概要）HIV/AIDSやSARS、新型インフルエンザなどの流行動態分析やその対策評価において数理モデルの導入
が進む中、日本では十分な疫学的エビデンスに基づいた政策形成が行われていない。本PJは、効果的な予防接種体制の
整備や新興感染症への適切な危機管理など、感染症に関する公衆衛生政策を対象に数理モデルを用いた客観性の高い
政策選択肢を特定し、医療政策の形成過程における数理モデルの実装をはかる。

“理路整然とした感染症対策デザイン” 数理モデルを活用した政策形成プロセスの実現
①数理モデルによる研究成果が常に参照可能な革新的体制を構築 （for 感染症対策に関する政策担当者）

②エビデンスに基づく客観的政策判断を実装するための具体的手段を系統立てて戦略化 （for 研究者、政策担当者）

③政策研究のための数理モデル専門家の育成
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政策

西浦PJ（H26年度採択） （期間）H26.10～H29.9
終了PJ

• 緊急時の相談体制の構築
• 研究成果について行政との日常的
なやり取り・関係性構築

• 行政のニーズに応じた分析の提供
• 人事交流を含むネットワーク形成
…

予防接種法のB類疾病に風疹追
加で改訂方針

・予防接種法施行令の一部改正
（ H31.2 ）
・風疹・麻疹予防接種の追加対策

（クーポン配布対象範囲を設定す
る際の参考データとして活用）

HIV感染者数の推定と結果の活
用
・HIV患者数、診断者数の推定値
がHIV対策の場で参照されるよう
体制を構築

・『後天性免疫不全症候群に関す
る特定感染症予防指針』に研究成
果に関する文言が明記

新型インフルエンザの感染拡大シ
ナリオ想定改訂

・新型インフルエンザが感染拡大
した場合にどのような要素を加味
したシナリオを検討すれば良いか、
関連委員会へ継続的に研究成果
を提供

研究

現実の政策形成
プロセスでの実
装に橋渡し


